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近
年
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
な
ど
再
生
医
療
分
野

の
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。 

自
分
の
皮
膚
か
ら
作
っ
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

で
目
の
網
膜
を
再
生
す
る
研
究
、
死
後
の

マ
ウ
ス
の
細
胞
核
か
ら
ク
ロ
ー
ン
を
作
る

研
究
な
ど
、
世
界
初
の
事
例
が
神
戸
で
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
神
戸
の
先
端
医
療
分
野

で
何
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

一
九
九
八
年
か
ら
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
神
戸
医
療
産
業
都
市
構
想
。
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
先
端
医
療
技
術
の

研
究
開
発
拠
点
を
整
備
し
、
二
十
一
世
紀

の
成
長
産
業
で
あ
る
医
療
関
連
産
業
の
集

積
を
図
る
構
想
で
す
。
現
在
で
は
基
礎
研

究
の
機
能
を
担
う
十
四
の
中
核
施
設
と
二

百
三
十
九
社
の
医
療
関
連
企
業
・
団
体
か

ら
な
る
日
本
最
大
の
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

分
野
の
ク
ラ
ス
タ
ー
に
成
長
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
昨
年
、
世
界
最
速
ク
ラ
ス
の

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
京
」
が
稼
動

開
始
し
、
大
規
模
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

場
が
備
わ
り
ま
し
た
。
心
臓
全
体
を
あ
り

の
ま
ま
に
再
現
す
る
研
究
や
、
創
薬
の
候

補
物
質
を
絞
る
演
算
な
ど
「
京
」
に
よ
る

成
果
が
次
々
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

将
来
、
マ
ン
モ
ス
の
ク
ロ
ー
ン
蘇
生
な

ど
世
界
を
驚
か
せ
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
が

神
戸
か
ら
生
ま
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 
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－神戸ふるさと文庫だより－ 



－新しく入った本－ 

 

兵
庫
人
挑
む
／
兵
庫
人
輝
く 

神
戸
新
聞

社
編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

本
書
は
、
神
戸
新
聞
に
二
〇
〇
七
年

四
月
か
ら
二
〇
一
一
年
九
月
ま
で
連
載

さ
れ
た
「
兵
庫
人
挑
む
」
、
「
新
兵
庫

人
輝
く
」
を
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。 

こ
こ
で
い
う
兵
庫
人
と
は
「
兵
庫
に

根
差
し
て
生
き
る
」
「
兵
庫
に
来
て
新

風
を
吹
き
込
む
」
「
兵
庫
で
の
経
験
を

生
か
す
」
人
々
の
こ
と
。 

取
上
げ
ら
れ
た
人
物
は
一
六
〇
〇
名

を
超
え
、
文
化
人
、
ア
ス
リ
ー
ト
、
医

療
従
事
者
、
学
者
、
建
築
家
、
芸
能
人
、

教
育
者
等
、
多
方
面
に
わ
た
る
。
全
国

的
な
著
名
人
や
、
知
る
人
ぞ
知
る
そ
の

道
の
傑
物
た
ち
。
各
分
野
で
功
を
成
し
、

な
お
挑
戦
を
続
け
る
兵
庫
人
ひ
と
り
ひ

と
り
の
仕
事
ぶ
り
と
、
そ
こ
か
ら
見
え

て
く
る
人
生
観
は
、
ど
れ
も
興
味
深
い
。 

 

         

阪
神
電
車
―
街
と
駅
の
１
世
紀 

上
野
又

勇
編
著
（
彩
流
社
） 

大
阪
と
神
戸
を
結
ぶ
阪
神
電
車
。
そ

の
全
路
線
を
、
思
い
出
の
情
景
で
た
ど

る
写
真
集
。 

阪
神
電
車
は
、
明
治
三
十
八
年
に
、

国
内
で
十
四
番
目
の
鉄
道
会
社
と
し
て

営
業
を
開
始
。
本
格
的
な
広
軌
、
高
速

運
転
に
よ
り
、
大
都
市
間
を
結
ん
だ
日

本
初
の
大
型
電
気
鉄
道
で
あ
っ
た
。
駅

間
距
離
が
短
い
の
は
、
開
業
当
時
は
集

落
ご
と
に
駅
を
設
置
し
た
た
め
ら
し
い
。 

今
は
見
ら
れ
な
い
阪
神
国
道
線
の
沿

線
風
景
も
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

神
戸
ル
ー
ル 
都
会
生
活
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト[

神
戸
チ
ー
ム]
（
中
経
出
版
） 

神
戸
っ
子
は
「
山
が
な
い
と
道
に
迷

う
」
「
自
転
車
に
あ
ま
り
乗
ら
な
い
」

な
ど
神
戸
特
有
の
〝
ル
ー
ル
〟
が
面
白

お
か
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。
計
四
十

九
の
ル
ー
ル
が
「
交
通
編
」
「
買
い
物

編
」
「
食
べ
物
編
」
「
街
な
か
編
」

「
言
葉
・
人
間
関
係
編
」
「
生
活
あ
れ

こ
れ
編
」
の
六
編
と
し
て
分
類
さ
れ
、

ど
の
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
楽
し
く
読
め
る
。 

 
 

神
戸
っ
子
な
ら
、
納
得
し
な
が
ら
読

む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
ん
な

神
戸
人
気
質
を
み
ん
な
に
教
え
た
い
と

思
う
か
も
し
れ
な
い
。 

       

 

 

危
機
を
乗
り
越
え
た
企
業
た
ち
―
神
戸
か

ら
東
北
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

神
田
榮
治

（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

神
戸
の
中
小
企
業
経
営
者
に
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
の
経
済
危
機
を
ど
う
乗
り
越
え

た
か
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
も
の
。
と

り
あ
げ
て
い
る
の
は
二
十
四
社
と
一
団

体
。
著
者
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

見
え
て
き
た
も
の
は
、
経
営
者
の
早
期

決
断
や
会
社
分
散
の
必
要
性
、
従
業
員

の
力
。
さ
ら
に
危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
る
こ
と
や
異
業
種
と
の
人
脈
。
東
北

で
被
災
し
た
企
業
へ
の
応
援
だ
け
で
な

く
、
危
機
に
直
面
し
た
中
小
企
業
に
対

す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も
な
っ
て
い
る
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
背
景
に
あ
る
震
災

か
ら
最
近
ま
で
の
兵
庫
県
経
済
の
動
き

や
、
県
庁
の
職
員
と
し
て
震
災
後
の
産

業
復
興
に
た
ず
さ
わ
っ
た
著
者
の
回
顧

録
も
収
録
す
る
。 

わ
が
母
時
実
新
子 

母
か
ら
の
ラ
ブ
レ

タ
ー 

安
藤
ま
ど
か
（
実
業
之
日
本
社
） 

 
 

『
サ
ラ
ダ
記
念
日
』
と
同
年
、
一
九

八
七
年
に
出
版
さ
れ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
っ
た
川
柳
集
『
有
夫
恋
』
の
作
者

が
娘
で
あ
る
著
者
へ
四
〇
年
に
わ
た
っ

て
書
き
継
い
だ
手
紙
の
エ
ッ
セ
ン
ス
。 

 
 

作
家
、
母
、
妻
、
そ
し
て
女
と
し
て

の
自
身
の
日
々
の
思
い
と
娘
や
そ
の
夫

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
綴
ら
れ
る
。 

一
方
で
、
娘
の
運
動
会
よ
り
も
句
会

を
優
先
し
た
母
に
、
川
柳
に
対
す
る
一

途
さ
を
子
供
心
に
認
識
さ
せ
ら
れ
た
と

い
う
著
者
の
思
い
出
な
ど
も
語
ら
れ
る
。 

 

カ
ナ
モ
ノ
ガ
タ
リ 

神
戸
新
聞
三
木
支
局

編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

三
木
と
い
え
ば
金
物
。
三
木
の
金
物

の
歴
史
は
古
く
、
起
源
は
五
世
紀
に
さ

か
の
ぼ
る
と
い
う
。
戦
国
時
代
に
は
三

木
合
戦
に
よ
り
荒
廃
し
た
が
、
豊
臣
秀

吉
の
政
策
に
よ
り
金
物
の
ま
ち
と
し
て

発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

播
州
三
木
打
刃
物
は
一
九
九
六
年
に

「
伝
統
的
工
芸
品
」
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。 

 
 

本
書
は
、
職
人
の
高
齢
化
と
技
術
の

継
承
へ
の
危
機
感
か
ら
企
画
さ
れ
、
記

者
が
事
業
所
を
訪
ね
歩
い
て
現
状
を
調

査
し
た
労
作
で
あ
る
。 

 

 

 

http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200129438&pvolid=PV:7200296659&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200129435&pvolid=PV:7200296656&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200129494&pvolid=PV:7200297709&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200132518&pvolid=PV:7200303154&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200132778&pvolid=PV:7200304425&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200132281&pvolid=PV:7200305653&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200132884&pvolid=PV:7200305565&type=CtlgBook&opt=
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丹
波
布
に
魅
せ
ら
れ
た
ひ
と 

吉
田
ふ
み

ゑ
（
北
星
社
） 

丹
波
布
と
は
、
丹
波
佐
治
地
区
で
江

戸
末
期
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
た
木
綿
の

織
物
で
、
地
元
で
も
忘
れ
去
ら
れ
て
い

た
。
こ
の
本
の
主
人
公
で
あ
る
足
立
康

子
さ
ん
は
、
昭
和
二
九
年
、
婚
家
で
天

保
六
年
の
縞
帳
（
見
本
帳
）
を
目
に
し

て
、
そ
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
丹
波
布
復

活
へ
の
行
動
を
始
め
る
。
糸
紡
ぎ
、
天

然
素
材
に
よ
る
染
色
、
織
り
作
業
な
ど

は
、
す
べ
て
手
作
業
の
た
め
、
足
立
さ

ん
は
途
切
れ
か
け
た
技
術
を
求
め
て
人

び
と
を
訪
ね
た
。
そ
し
て
獲
得
し
た
技

術
を
伝
え
続
け
た
。 

 
 

丹
波
布
復
活
の
裏
に
は
、
半
世
紀
以

上
に
わ
た
る
地
域
の
人
た
ち
の
熱
意
と

努
力
が
あ
っ
た
。
復
活
を
と
も
に
目
指

し
た
人
び
と
の
真
摯
な
姿
が
印
象
に
残

る
一
冊
で
あ
る
。 

 

         

西
区
の
た
い
こ
と
獅
子
舞 

神
戸
市
西
区

区
制
30
周
年
記
念
写
真
集 

神
戸
市
西
区

役
所
編
集
・
発
行 

西
区
の
文
化
財
産
で
あ
る
二
十
八
の

「
布
団
太
鼓
」
と
十
五
の
「
獅
子
舞
」

を
奉
納
先
の
神
社
名
の
五
十
音
順
に
収

録
。
神
戸
光
影
会
の
撮
影
協
力
に
よ
る

写
真
か
ら
は
色
鮮
や
か
な
意
匠
と
熱
気

が
溢
れ
出
る
。
解
説
文
は
宮
司
、
自
治

会
長
と
い
っ
た
地
元
の
方
へ
の
取
材
に

も
と
づ
い
て
編
集
さ
れ
、
巻
末
に
は
交

通
ア
ク
セ
ス
と
行
事
こ
よ
み
が
あ
る
。 

貴
重
な
記
録
で
あ
る
と
同
時
に
、
身

近
な
伝
統
行
事
へ
の
参
加
ガ
イ
ダ
ン
ス

と
し
て
も
大
い
に
活
用
し
て
み
た
い
。 

 

神
戸
懐
か
し
の
純
喫
茶 

芝
田
真
督 

（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

純
喫
茶
と
は
、
酒
類
な
ど
を
扱
わ
な

い
一
般
的
な
喫
茶
店
の
こ
と
。
懐
か
し

い
昭
和
の
佇
ま
い
を
残
し
つ
つ
、
重
厚

だ
っ
た
り
家
庭
的
だ
っ
た
り
と
、
一
軒

一
軒
が
異
な
る
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。

し
か
し
そ
ん
な
店
は
、
今
で
は
ず
い
ぶ

ん
減
っ
て
し
ま
っ
た
。 

こ
の
本
で
紹
介
さ
れ
る
の
は
六
十
四

店
。
店
の
人
と
の
会
話
や
名
物
メ
ニ
ュ 

ー
が
楽
し
く
、
各
店
の
雰
囲
気
も
伝
わ 

っ
て
く
る
。
街
角
の
風
景
に
馴
染
ん
だ

喫
茶
店
を
改
め
て
訪
ね
た
く
な
る
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

孤
愁 

サ
ウ
ダ
ー
デ 

新
田
次
郎 

藤
原

正
彦
（
文
藝
春
秋
） 

木
皿
泉 

総
特
集 

物
語
る
夫
婦
の
脚
本

と
小
説 

（
河
出
書
房
新
社
） 

               

  

         

鳥
の
領
土 

安
水
稔
和
（
編
集
工
房
ノ

ア
） 

ミ
ナ
ト
神
戸
の
宗
教
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー 

関
西
学
院
大
学
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
） 

書庫探訪 その30 

『兵神市街之図』 明治13年（1880） 

  明治 7 年（1874）5 月 11 日、神戸大阪間で鉄道が開通しました。『神戸

駅 130 年史』によると、開通当時は 1 日 8 往復、翌年 4 月には 10 往復に

増便されたそうです。神戸大阪間を 1 時間 10 分で運行しました。 
本図は、鉄道に乗って神戸へやって来る人のために神戸の印刷所により

作成された市街図です。 

旧湊川をはさんで西が兵庫、東が神戸です。地図を見ると主だった道路

や建物が記されています。そのほかにも、地図の下部分には居留地の区画 

図、右上には、相生橋から、須磨寺

や諏訪山温泉といった各名所までの

距離が記されています。相生橋は日

本最初の跨線橋（鉄道線路を跨ぐ形

で架けた橋）で、下を通る汽車を見

物するため多くの人が集まったそう

です。この市街図を持って、神戸の

名所を回ったのでしょうか。 

 

 

し
ま
ち
ょ
う 

た
た
ず 

こ
れ
ま
で 

こ
れ
か
ら 

ひょうしんしがいのず 

こせんきょう また 

http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200133365&pvolid=PV:7200301259&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200132972&pvolid=PV:7200310190&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200127302&pvolid=PV:7200292877&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200128201&pvolid=PV:7200292681&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200135501&pvolid=PV:7200310403&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200132659&pvolid=PV:7200309401&type=CtlgBook&opt=
http://opac.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200132816&pvolid=PV:7200309529&type=CtlgBook&opt=
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ン
ダ
ム
・
ウ
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神
戸
栄
光
教
会 

 

神
戸
に
は
開
港
以
降
に
建
築
さ
れ
た
歴

史
あ
る
教
会
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
な

か
で
も
兵
庫
県
庁
近
く
の
神
戸
栄
光
教
会

は
、
そ
の
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
よ
る
赤
レ
ン

ガ
の
建
物
が
古
く
か
ら
神
戸
市
民
に
親
し

ま
れ
、
神
戸
の
名
所
の
一
つ
に
も
数
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
教
会
の
歴
史
は
、
ア
メ
リ
カ
南
メ

ソ
デ
ィ
ス
ト
教
会
の
ラ
ン
バ
ス
親
子
が
明

治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
九
月
十
七
日
に

神
戸
居
留
地
四
十
七
番
（
現
大
丸
東
側
）

に
創
立
し
た
南
美
以
美
教
会
に
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
後
、
信
徒
増
加
に
伴
い
下
山
手

五
丁
目
（
現
兵
庫
県
庁
一
号
館
の
位
置
）

に
移
り
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に

現
在
の
場
所
と
な
り
ま
し
た
。 

教
会
の
名
称
は
、
「
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト

神
戸
教
会
」
か
ら
「
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
神

戸
中
央
教
会
」
へ
改
称
。
昭
和
十
六
（
一

九
四
一
）
年
に
は
キ
リ
ス
ト
教
諸
派
合
同

に
よ
る
日
本
基
督
教
団
成
立
に
伴
い
「
神

戸
中
央
教
会
」
と
な
り
ま
す
が
、
「
中

央
」
の
名
称
使
用
に
異
議
が
唱
え
ら
れ
、

「
神
戸
栄
光
教
会
」
と
な
り
ま
し
た
。
他

の
候
補
と
し
て
「
神
戸
中
和
教
会
」
「
神

戸
聖
泉
教
会
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員

に
よ
る
投
票
の
末
、
百
八
十
五
票
中
九
十

五
票
を
得
て
現
在
の
教
会
名
に
決
定
し
ま

し
た
。 

明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
に
最
初

の
会
堂
が
下
山
手
五
丁
目
に
建
て
ら
れ
、

明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
に
創
立
二

十
五
周
年
を
記
念
し
て
会
堂
新
築
計
画
が

も
ち
上
が
り
ま
す
が
、
諸
事
情
に
よ
り
実

現
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
『
日
本
基
督

教
団
栄
光
教
会
百
年
史
』
に
は
、
そ
の
時

計
画
さ
れ
た
新
会
堂
の
完
成
予
想
図
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
は
再
び
会

堂
新
築
計
画
が
始
動
、
教
会
員
で
日
本
郵

船
建
築
技
師
の
難
波
停
吉
が
設
計
を
担
当

し
ま
し
た
。
難
波
は
当
時
新
築
さ
れ
た
ば

か
り
の
東
京
霊
南
坂
教
会
な
ど
の
視
察
を

行
う
な
ど
尽
力
し
ま
す
。
そ
し
て
大
正
十

三
（
一
九
二
四
）
年
に
建
物
が
完
成
し
、

献
堂
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
塔
の
白
い

部
分
が
爆
撃
目
標
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

先
端
部
分
が
黒
く
塗
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ま
た
軍
司
令
部
と
し
て
接
収
さ
れ
そ

う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
に
地
震

で
塔
の
十
字
架
が
倒
れ
て
し
ま
う
、
と

い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。 戦

後
、
牧
師
の
斎
藤
宗
治
は
、
神
戸
市

民
に
文
化
の
灯
を
掲
げ
、
音
楽
を
贈
る
こ

と
を
思
い
た
ち
、
合
唱
団
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
こ
の
合
唱
団
は
後
に
「
神
戸
土
曜

会
合
唱
団
」
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
ま
た

同
じ
年
に
「
神
戸
中
央
合
唱
団
」
も
発
足

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
栄
光
教
会
の
元
聖
歌

隊
員
が
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、

名
前
は
旧
名
称
の
「
神
戸
中
央
教
会
」
に

ち
な
む
も
の
で
す
。 

斎
藤
は
さ
ら
に
音
楽
評
論
家
の
藤
田
光

彦
た
ち
と
協
力
し
て
音
楽
同
好
会
を
作
り
、

教
会
を
会
場
と
し
て
演
奏
会
を
多
数
企
画

し
ま
し
た
。
藤
田
は
後
に
自
身
の
Ｓ
Ｐ
レ

コ
ー
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
神
戸
市
立
図
書

館
に
寄
贈
し
、
こ
れ
が
「
藤
田
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
流
れ
を
く
む
の
で
し
ょ
う
か
、

現
在
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
行
わ
れ
る
燭
光

礼
拝
や
復
活
祭
で
は
、
教
会
聖
歌
隊
に
よ

る
合
唱
と
、
有
志
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
演
奏
も
加
わ
り
、
い
ず
れ
も
教
会
員
以

外
に
も
開
か
れ
た
催
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
長
ら
く
親
し
ま
れ
て
き
た

赤
レ
ン
ガ
の
会
堂
で
す
が
、
平
成
七
（
一

九
九
五
）
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ

り
倒
壊
し
、
し
ば
ら
く
は
仮
設
テ
ン
ト
で

礼
拝
な
ど
の
教
会
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
震
災
の
五
ヵ
月
後
に
は
再

建
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
再
建
の
議
論
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
皆
が
納
得

す
る
ま
で
粘
り
強
い
議
論
が
重
ね
ら
れ
ま

し
た
。
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
に
再

建
案
の
コ
ン
ペ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
半
数

の
企
業
が
以
前
の
外
観
を
基
に
し
た
案
を

提
出
し
、
会
堂
再
建
の
方
向
性
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
会
堂
は
平
成
十
六
（
二
〇
〇

四
）
年
に
再
建
さ
れ
、
入
り
口
の
大
階
段

を
な
く
す
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
対
応
。

ま
た
会
員
の
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

震
災
後
九
年
を
経
て
復
活
し
た
教
会
は
、

こ
れ
か
ら
も
市
民
に
親
し
ま
れ
る
存
在
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う 

。 
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